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＊ NITSUKI REPORT  特集「ミリ波への挑戦」 

アーカイブ新聞第 668 号（2013年 4月 9日）に「山下芳子氏からの資料（野辺山宇宙

電波観測所、光電子午環建設のころ）」という記事を書いた。山下芳子氏から 2013 年 4
月 8 日に届いた封筒の中にあったものの次のリストの、 
１） 国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 2001年 1月版：1冊 

２） 文部省国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 1988年 10月版：1冊 

３） 東京大学東京天文台パンフレット 1983年版：表紙がエッシェルスペクトル 

４） 建設中の野辺山宇宙電波観測所（45m電波望遠鏡）写真：年次報告の口絵写真 

５） 東京大学東京天文台木曽観測所パンフレット（1974年 10月開所） 

６） 東京天文台 100年記念郵便切手カバー：2 個 

７） 磯部琇三「光学天文観測における多量情報処理」：科学 Vol.47,No.5、1977．May

（別刷） 

８） 井上 允（名古屋大学理学部）「電波言カタログ（Ⅱ）」：天文月報別刷 p331 

９） 清水 実、磯部琇三「世界の望遠鏡技術の現状と展望」天文月報別刷：第 75巻第

3号 

１０） 東京大学東京天文台「大型宇宙電波望遠鏡観測装置」パンフレット昭和 52年 6月

版：2 冊 

１１） 東京大学東京天文台「自動光電子午環パンフレット」：昭和 55年 5月版 

１２） NITSUKI REPORT「特集：ミリ波への挑戦」（東京大学投稿天文台 大型宇宙電波

望遠鏡観測装置） 

の１２）NITSUKI REPORT 特集「ミリ波への挑戦」が今日の記事の対象である。 
私企業のレポートパンフレットを記事にすることには批判もあるとは思うが、この冊

子はレポートであり転載禁止と表記はなく、今となっては宇宙電波観測機器開発の貴重

な記録であり、アーカイブの対象であるので記事にさせていただく。この冊子が発行さ

れた日付はないが、野辺山宇宙電波観測所の開所式が 1982 年 3 月 1 日に挙行されたこ

と、宇宙電波観測所初代所長であった田中春夫氏が登場しないこと、赤羽、森本、海部、

石黒の諸氏の様子から、また冊子の末尾の記号「82D-21/2NP」から 1982 年のものと

推測する。ということは四半世紀も経たレポートということになり、田中先生、赤羽先

生、森本氏はすでに鬼籍にお入りである。 
今の天文学は、技術の最先端を行く企業の協力なくしては成り立たないのも事実であ

る。このレポートを発行した NITSUKI は「日本通信機株式会社」である。最近の天文

学は、浜松ホトニクスの CCD、光電子増倍管などのように企業の協力なくしてはニュ



ートリノの検出、宇宙最遠の銀河の探索などもあり得なかった。特に電波観測は

NITSUKIのような企業の協力なくしては宇宙空間で多くの分子スペクトルの発見もな

し得なかったと思う。私企業の冊子ではあるが、最新の天文学を切り開く歴史でもあり、

この冊子は博物学的にも意味のあるものと思う。写真 1 がその表・裏表紙である。 

 
                  写真 1 

  
                 写真 2 



写真 2 の左ページには、今は亡き赤羽先生（写真 3）と森本氏（写真 4）の記事が載

っている。 

    
                 写真 3 

 
写真 4 

  
                写真 5 



 写真 5 のページには海部氏による 45m 宇宙電波望遠鏡の解説記事と、石黒氏による

10m5 素子干渉計の解説記事が掲載されている。写真 6 は 45m 宇宙電波望遠鏡で観測

されたミリ波領域の分子スペクトルである。 

  

                  写真 6 

       
                  写真 7 
 写真 7 は、世界初の大型音響光学型分光計（24,000 チャンネル）である。この分光

計で写真 6 の広波長域の分子スペクトルが観測できたのである。古在元台長の話では、

アメリカの電波天文台の台長が視察に来た際、この分光計をもう 1 台製作して売ってく

れと言ったという優れものでした。 



この冊子には、日本通信機のエンジニアの「大型宇宙電波望遠鏡プロジェクトに参加

して」という記事も掲載されており、天文台と企業が協力して世界最高の観測装置を作

り上げた気概が読み取れる（写真 8、9）。 

 

                  写真 8 

 
                  写真 9 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


